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秋
篠
寺
の
名
は

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
11
年
6
月
の
項
に
み
ら
れ
る
が

そ
の
創
立
年
時
は
明
瞭
て
な
く
、

『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』
に
は
宝
亀
7

年
(
7
7
6
)

、

『
秋
篠
寺
縁
起
』
に
は
同
11
年
(
7
8
0
)

と
異
な
つ
て
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
堂
舎
の
う
ち
、
本
堂
は
鎌
倉
時
代
初
期
に
建

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
は
い
ず
れ
も
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
境

内
に
は
金
堂

・
東
西
両
塔
の
跡
が
、
土
壇
や
礎
石
を
残
し
て
い
て
（
西

塔
心
礎
は
現
在
本
堂
東
南
方
に
移
し
お
か
れ
て
い
る
）
、

旧

規
を
し
の
ぶ
こ

と
が
て
き
る
。

現
境
内
は
地
形
上
四
周
が
限
ら
れ
、
判
然
と
そ
の
範
囲
を
示
し
て
い

る
。
東
限
の
東
門
の
南
北
は
、
台
地

の
東
縁
に
当
り
、
南
限
の
南
門
東

西
に
は
、
築
地
痕
跡
と
み
ら
れ
る
低
い
士
塁
が
残
る
。
ま
た
西

・
北
は

1

寺

地

昭
和
39
年
9
月
7
日
か
ら

1
週
間
に
わ
た
つ
て
、
建
造
物
研
究
室
は

秋
篠
寺
の
寺
地
と
本
堂
を
調
査
し
た
。
調
在
中
、
本
堂
小
屋
裏
か
ら
木

札

・
絵
馬
類
を
発
見
し
た
の
で
、
そ
の
ご
、
歴
史

・
美
術
工
芸
両
研
究

室
と
共
同
で
秋
篠
寺
の
調
在
を
お
こ
な
っ
た
。
以
下
、
調
壺
対
象
ご
と

に
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

美

術

工

芸

研

究

室

歴

史

研

究

室

建

造

物

研

究

室



小
道
で
限
ら
れ
、
そ
れ
に
内
接
し
て
土
塁
状
の
高
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

に
限
ら
れ
る
境
内
は
、
東
西
5
0
0

尺
南
北
6
0
0

尺
の
広
さ
を
も
つ
。

当
研
究
所
作
製
の
文
0
0
0

地
図
上
に
、
西
大
寺
蔵
の
京
北
班
田
図
に
よ
つ
て
秋

篠
寺
周
辺
の
条
里
の
坪
の
界
線
を
ひ
い
て
み
る
と
、
秋
篠
寺
の
位
置
は
内
経
寺
と

記
さ
れ
る
位
置
に
適
合
し
、
現
本
堂
は
講
堂
、
金
堂
跡
は
金
堂
、
香
水
閣
は
香
水

井
と
、
そ
れ
ぞ
れ
条
里
図
に
記
さ
れ
る
坪
に
合
致
す
る
が
、
南
大
門
の
坪
は
現
境

内
よ
り
南
の
坪
に
相
当
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
旧
寺
地
は
現
境
内
よ
り
広
い
範
囲

を
占
め
て
い
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

地
形
か
ら
は
、
現
境
内
の
西

・
北
辺
を
共
通
し
て
、
東

・
南
を
道
路
で
限
る
広

い
区
画
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
旧
寺
地
と
み
な
す
と
班
田
図
の
南
大
門
の
位
置
は

こ
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
。
東
京
大
学
蔵
の
西
大
寺

・
秋
篠
寺
争
論
の
図
に
、
秋
篠

寺
の
南
に
土
塁
状
の
構
築
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
周
辺

の
状
況
か
ら
現
地
形
に

あ
て
る
と
、
よ
り
広
い
区
画
の
南
限
に
相
当
し
、
旧
寺
地
に
つ
い
て
の
推
測
を
裏

付
け
る
。
と
す
れ
ば
、
旧
寺
地
は
東
西
7
6
0

尺
南
北
8
5
0

尺
の
広
さ
に
な
る
。

伽
藍
中
軸
線
と
し
て
、
現
南
門
と
本
堂
（
講
堂
跡
）
前
面
中
央
間
の
中
心
を
結
ぶ

と
、
こ
の
軸
線
は
東
西
両
塔
の
ほ
ゞ
中
央
を
よ
こ
ぎ
る
が
、
両
塔
の
東
西
軸
線
や

南
門

・
金
堂
跡

・
本
堂
と
は
、
等
し
く
約
2
度
傾
く
。

前
掲
の
争
論
図
に
は
、
西

大
寺
の
西
方
を
南
北
に
通
り
秋
篠
寺
南
門
に
至
る
大
道
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
を

↑
iooo
図
上
で
水
田
畦
畔
か
ら
た
ど
る
と
、
旧
京
内
で
は
三
坊
大
路
に
相
当

し
、
京
北
条
里
地
域
か
ら
北
は
斜
行
し
て
秋
篠
寺
に
至
っ
て
い
る
。
伽
藍
中
軸
線

は
こ
の
斜
行
す
る
大
道
と
同
じ
方
位
を
も
ち
興
味
深
い
。

境
内
の
遺
跡
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。
塔
跡
の
礎
石
は
奈
良
時
代
の
特
徴
を

も
つ

出
柄
の
あ
る
円
柱
座
を
造
り
だ
し
た
礎
石
で
あ
る
。

現
状
で
は
原
位
置
に
あ

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

る
礎
石
は
少
い
が
、
移
動
し
た
礎
石
位
置
か
ら
旧
平
面
を
推
定
す
る
と
、
方
15
尺

ほ
ど
の
小
さ
な
塔
に
な
る
。
金
堂
礎
石
は
、
塔
と
異
つ
て
柱
座
の
造
り
だ
し
の
な

い
自
然
石
そ
の
ま
4

で
あ
り
、
本
堂
礎
石
に
似
る
。
前
述
の
伽
藍
中
軸
線
か
ら
考

え
る
と
、
金
堂
は
9
間

x
7
間
に
な
り
、
柱
問
は
正
面
中
央
が
10
尺
そ
の
他
の
間

9
.
5

尺
ほ
ど
と
み
ら
れ
る
。
『
縁
起
』
に
は
保
延
元
年
(
1
1
3
5
)
6

月
講
堂
を
残
す

ほ
か
一

山
炎
上
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
講
堂
が
鎌
倉
時
代
初
期
に
再
建
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
金
堂
の
礎
石
、
柱
間
寸
法
（
本
堂
柱
間
に
似
る
）
な
ど
か
ら
考
慮
す
れ
ば
、

現
在
残
る
金
堂
跡
の
礎
石
は
、
奈
良
時
代
当
初
の
も
の
で
な
く
、
本
堂
と
同
じ
頃

に
造
ら
れ
た
金
堂
の
遺
跡
で
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

（
工
藤
圭
章
）

本
堂
は
明
治
31
年
特
別
保
護
建
造
物
に
指
定
さ
れ
同
年
解
体
修
理
を
う
け
て
い

る
。
昭
和
28
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
構
造
形
式
は
桁
行
5
間
梁
間
4
間
、
単

層
寄
棟
本
瓦
卦
、
四
隅
の
み
に
束
の
あ
る
壇
上
積
基
壇
を
有
し
正

・
背
面
各
中
央

1
間
に

4
級
の
石
階
を
も
つ
。
礎
石
は
花
巌
岩
自
然
石
、
床
面
は
た
4

き
土
間
。

柱
は
す
べ
て
円
柱
。
斗
棋
平
三
斗
。
中
備
間
斗
束
。
身
舎
て
は
大
斗
上
に
大
虹
梁

を
、
側
入
側
間
は
繋
虹
梁
を
か
け
る
。

虹
梁
先
端
は
い
ず
れ
も
鯖
の
尾
と
す
る
。

身
舎
て
は
大
虹
梁
上
に
直
接
天
井
格
縁
を
の
せ
組
入
天
井
を
張
り
、
庇
で
は
化

粧
軒
裏
と
し
、

角
繁
椎
二
軒
、

切
裏
甲
。
正
面
中
央
3
間
戸
口
、
両
端
間
連
子

窓
。
側
面
南
よ
り
2
間
な
ら
び
に
背
面
中
央
間
は
戸
口
、
他
は
土
壁
と
し
て
い
る

＞

柱
間
と
椎
割
は
桁
行
中
央
3
間
は
1
2
.
5
5

尺

(16
支）

、
梁
行
中
央
2
問
は
1
0
.
0
3

尺

(13
支）

、
脇
間
は
9
.
5
2

尺

(12
支
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
造
営
尺
の

1
2.

5
尺
・

1
0尺
•
9.

5
尺
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る

。
柱
扁
は
側
柱
1
1.

5
5尺
、
入
側

柱
1
3
.
9

尺
。
柱
径
は
側
柱
で
1.
4

尺
弱
、
入
側
柱
は
1.
6

尺
ほ
ど
あ
る
。
身
舎
背
面

2

本

堂

2
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南
北
6

尺
ほ
ど
の
木
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仏
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（第
2
図
C
)

復
原
的
考
察
の
資
料
と
な
る
柱

・
小
屋
材
の
う
ち
、

ト 1

[ (B)中世未期
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3
間
は
土
壁
で
中
央
間
に
小
さ
い
戸
口
を
設
け
る
。
こ
の
壁
面
の
前
に
東
西
26
尺

入
側
柱
は
明
治
修
理
に
す

べ
て
高
根
継
さ
れ
て
残
る
が
、
側
柱
は
東
側
面
南
よ
り
第
二
、
背
面
東
よ
り
第
二

•

第
四
の
合
計
3

本
の
み
残
し
て
明
治
材
と
な
り

、

小
屋
も
明
治
修
理
の
際
に
ま

っ
た
く
形
式
を
変
更
さ
れ
、
一
部
に
旧
材
の
断
片
を
使
用
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
部
材
は
ほ
ぼ
当
初
材
と
明
治
材
と
に
大
別
て
き
、
中
間
の

補
足
材
は
少
数
な
の
て
当
初
か
ら
明
治
修
理
ま
て
は
大
き
な
構
造
上
の
変
更
を
受

け
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
そ
こ
て
柱

・
梁
な
ど
に
残
る
各
種
の
痕
跡
か
ら
旧

状
の
復
原
的
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
、
正
面
入
側
柱
南
面
と
東
妻
南
よ
り
第
一
一
柱
の
南
面
に
注
意
す
る
と
、
こ

れ
ら
柱
表
面
と
繋
虹
梁
下
面
に
は
か
な
り
の
風
蝕
か
み
ら
れ
、
も
と
前
面
側
柱
通

り
が
吹
き
放
し
て
は
な
か
っ
た
か
、
と
思
わ
せ
る
。

゜ ゜゜゜
I 
〇当初材の柱

• •1- I 
ー●●十一

I 
l 

亡 （C)現状

正
面
入
側
西
よ
り
第
二
柱

（
身
舎
西
南
隅
）

の
正
背
両
面
に
地
長
押
と
り
つ
き

痕
と
み
ら
れ
る
風
蝕
差
と
釘
穴
が
あ
る
。
他
の
柱
は
高
根
継
で
痕
跡
が
消
滅
し
て

い
る
。
同
じ
く
正
面
入
側
通
の
各
柱
間
に
鴨
居
と
り
つ
け
の
当
り
と
釘
穴
と
み
ら

れ
る
も
の
が
あ
っ
て
、

と
り
つ
け
た
時
の
材
の
咬
み
痕
、
竪
た
て
の
痕
、
当
り
に

よ
る
風
蝕
差
を
も
と
ど
め
る
。
中
央
三
間
で
は
こ
の
取
付
痕
が
ほ
ゞ
内
法
高
位
置

に
あ
る
と
と
も
に
、
中
央
一
間
で
は
そ
れ
よ
り
3
.
6

尺
、
両
脇
で
は

2
尺
ほ
ど
上

に
も
同
様
と
り
つ
け
痕
が
残
る
。
た
ゞ
し
東
端
間
で
は
同
取
付
痕
跡
が
他
の
問
よ

り
5
寸
程
高
く
、
鴨
居
よ
り
上
に
壁
間
渡
穴
、
側
柱
内
面
て
は
鴨
居
よ
り
下
に
外

に
偏
し
て
墜
の
痕
跡
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
痕
跡
を
考
慮
し
な
が
ら
明
治
修
理
前
の
実
測
図
を
み
る
と
正
面

中
央
間
の
上
方
の
鴨
居
痕
跡
附
近
に
横
材
を
通
し
、
上
に
菱
欄
間
を
描
い
て
い

る
。
そ
こ
で
上
方
の
鴨
居
痕
跡
は
修
理
直
前
の
状
態
と
み
ら
れ
る
が
、
下
方
の
痕

跡
に
み
ら
れ
る
横
材
当
り
も
大
き
さ
は
等
し
い
の
で
、
も
と
下
方
に
あ
っ
た
鴨
居

を
後
に
上
へ
挙
げ
た
も
の
て
あ
ろ
う
。
横
材
痕
跡
よ
り
上
に
は
欄

間
の
当
り
を
し
め
す
丹
士
と
風
蝕
差
、
巾
約
2
寸
7
分
を
へ
だ
て

て
二
列
の
止
釘
穴
例
が
あ
る
。

以
上
か
ら
、
以
前
は
前
面
入
側
通
り
低
い
内
法
（
敷
鴨
居
間
5
尺

肘
）
の
格
子
の
上
に
高
さ
6
.
7
5

尺
ほ
ど
の
欄
間
が
つ
き
、
西
端
の

側
入
側
間
で
は
格
子
上
が
士
壁
に
な
つ
て
い
た
こ
と
。
東
端
間
で

は
格
子
て
は
な
く
小
壁
片
引
戸
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
後

に
中
央
三
間
分
の
格
子
戸
の
内
法
を
高
め
、
特
に
中
央

一
間
の
格

f
は
特
に

一
段
と
高
く
し
欄
間
は
切
り
縮
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（第
2
図

B
)

3
 



間
か
空
い
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。）

こ
れ
を
後
に
扉
を
側
通
り
に
移

拠
は
得
ら
れ
な
い
が
、

列
が
あ
り
、
反
対
側
脇
壁
つ
き
の
方
の
上
端
に
楯
の
仕
口
ら
し
い
も
の
と
そ
れ
よ

り
下
方
に
巾

1.
8
寸
の
小
穴
が
続
い
て
残
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
こ
で
も
し
こ
の

方
立
か
左
右
入
れ
ち
が
い
、
間
渡
か
柱
に
向
か
い
壁
が
つ
い
た
と
す
る
と
、
方
立

に
楯
か
と
り
つ
く
こ
と
に
な
り
異
例
で
あ
る
し
楯
の
下
に
小
穴
が
通
る
の
も
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
方
立
は
元
来
方
立
外
の
脇
柱
を
削
っ
た
も
の
で
、
こ

の
脇
柱
上
方
に
楯
が
つ
き
、
下
の
小
穴
に
方
立
が
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
入
側
通
り
中
央
三
間
に
こ
の
よ
う
な
戸
口
を
用
い
た
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
現
状
で
は
内
法
長
押
も
脇
小
壁
も
痕
跡
を
残
さ
な
い
が
、
柱
面
に
添
木

し
て
そ
れ
に
間
渡
穴
を
穿
っ
た
例
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
添
木
止
釘
穴
と
み
ら
れ

る
も
の
も
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
内
法
長
押
を
用
い
ず
無
目
を
入
れ
た
と
も

み
ら
れ
る
痕
跡
も
繋
虹
梁
の
仕
口
よ
り
約
5
分
上
っ
た
位
置
に
存
在
す
る
。

そ
こ
て
、
先
に
の
べ
た
正
面
戸
口
の
方
立
が
も
と
角
柱
で
、
現
在
妻
戸
に
用
い

ら
れ
て
い
る
古
い
方
立
が
そ
の
角
柱
の
小
穴
に
は
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
み
と
め

る
と
、
入
側
通
柱
間
に
納
ま
つ
て
い
た
旧
扉
を
高
さ
だ
け
縮
め
て
前
面
側
通
り
に

移
し
た
こ
と
を
推
定
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
本
堂
の
建
立
当
初
の
姿
は
正
面
側
通
り
は
吹
放
し
、
入
側
正

面
中
央
三
間
は
扉
、
両
端
間
は
壁
（
柱
面
に
蔀
木
し
た
と
み
ら
れ
る
釘
穴
あ
り
）

。

妻

側
南
よ
り
二
間
目
も
正
面
と
同
様
な
扉
仕
立
と
み
ら
れ
る
。
（
東
側
南
よ
り
第
二
柱

北
面
内
側
に
頭
貫
よ
り
下
2
.
9

寸
ほ
ど
の
間
、
外
か
ら
の
風
蝕
あ
り
、

戸
口
上
無
目
と
頭
貫
の

（第
2
図
A
)

現
戸
口
脇
の
方
立

(
7
寸
x

3
.
7

寸
）
は
現
扉
側
に
間
渡
穴

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
格
子
の
み
の
戸
締
り
で
前
面
を
吹
き
は
な
し
た
の
か
ど

う
か
は
疑
問
が
生
じ
る
。
前
面
側
柱
が
一
本
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
決
定
的
な
証

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

3

木

札

現
在
正
面
両
脇
に
あ
る
連
子
窓
は
様
式
上
室
町
頃
の
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
、

戸
口
が
側
通
り
に
移
さ
れ
た
時
、
ま
た
は
さ
ら
に
後
の
時
期
に
附
加
さ
れ
た
こ
と

と
な
ろ
う
。
な
お
、
現
仏
壇
は
剣
巴
紋
つ
き
の
古
い
餡
物
台
を
改
造
し
た
も
の
の

よ
う
て
あ
る
が
、
そ
の
下
に
は
古
い
仏
壇
の
土
壇
が
残
り
、

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

明
治
修
理
前
の
小
屋
構
造
は
実
測
図
に
よ
る
と
大
虹
梁
両
端
附
近
に
束
を
立
て

て
野
梁
を
受
け
、
さ
ら
に
棟
束
で
棟
木
を
支
え
る
主
体
構
造
が
残
さ
れ
て
お
り
、

あ
る
い
は
創
建
時
の
も
の
が
補
修
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
か
、
と
み
ら
れ
る
。
小

屋
内
に
現
在
使
わ
れ
て
い
る
古
材
断
片
に

「
三
年
六
月
上
棟
」
の
墨
書
の
左
半
分

が
あ
る
が
年
号
部
分
は
残
っ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
復
原
を
み
と
め
る
と
、
唐
招
提
寺
金
堂
と
同
様
な
前
面
吹
き
放

し
の
建
築
が
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
興
福
寺
東
金
堂

・
喜
光
寺
本
堂
以
外
に
も
存

在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
奈
良
時
代
と
同
様
な
仏
堂
の
空
間
構
成
が
鎌
倉
時
代

初
頭
に
も
採
用
さ
れ
た
重
要
な
実
例
と
な
ろ
う
。

（

沢

村

本
堂
小
屋
裏
よ
り
発
見
さ
れ
た
木
札
は
完
形
品
、
断
簡
合
せ
て
2
5
5

点
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
巡
礼
札
な
ど
4
点
を
除
く
2
5
1

点
は
秋
篠
寺
修
二
月
夜
荘
厳
頭
差
定
札

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
に
重
点
を
お
い
て
述
べ
る
。

2
5
1

点
中
、
完
形
品
は
53
点
、
年
号
記
載
の
断
簡
は
81
点
に
上
る
。
そ
の
時
期

は
鎌
倉
時
代
末
の
嘉
暦
2
年
(
1
3
2
7
)

か
ら
室
町
時
代
後
期
の
大
永
4
年
(
1
5
2
4
)

に

い
を
高
め
て
欄
問
を
切
縮
め
た
こ
と
に
な
る
。

仁
[)

一
部
に
凝
灰
岩
石
材

し
、
入
側
に
は
格
子
お
よ
び
欄
間
に
よ
る
間
仕
切
を
入
れ
、
後
さ
ら
に
格
子
の
せ



使
者
堂
童
子

乙

永
正
二
年
丑
二
月
三

R

敬
白

証
誠
薬
師
如
来
太
元
明
王

五
大
力
井

ヲ
シ
ク
マ

若
王
子
宰
相
三
所
大
明
神
証
誠

薬
師
如
来
太
元
明
王
五
大
力
井

⑯

「
差
定

及
ぶ
約
2
0
0
年
間
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
（
第
1
.
2
表
参
照
）
。

矩
形
の
板
の
ま
ま
で
あ
る
。
高
さ
は

15ー

21cm
、
巾
は
6
l
loem
と
大
き
さ
に
は

か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
そ
の
本
文
は
大
同
小
異
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
代
表
例
と

秋
篠
寺
修
二
月
夜
荘
厳
事

三
番
頭
五
郎
三
郎
八
屑
カ

ワ

右
任
恒
例
依
衆
儀
所
差
定
如
件

大
行
事
惣
社
十
――
一
所
大
明
神
八
所
御
霊

罰
「
差
定

明
年
三

番

頭

ョ

モ

四

郎

右
任
恒
例
依
衆
儀
差
定
所
如
件

大
行
事
惣
社
十
三
所
大
明
神

使
者
堂
童
子

応
永
二
二
年
町
―
一
月
三
日
敬
白

秋
篠
寺
恒
例
修
二
月
夜
庄
厳
頭
事

八
所
御
霊
若
王
子
宰
相
三
所
大
明
神

秋
篠
寺
調
査
概
要

（以
上
表
）

（
以
下
裏
）

（
以
上
表
）

（
以
下
哀
）

L--

し
て

2
点
を
選
び
次
に
掲
げ
る
。

矩
形
の
板
の
上
端
を
圭
頭
に
切
落
し
た
形
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
、

一
部
は

こ
れ
ら
は
秋
篠
寺
で
の
修
二
月
会
夜
荘
厳
の
頭
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
木
札

罰
に
は

「
明
年
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
「
明
年
」
ま
た
は
「
明
年
頭
」
と
特

に
注
記
さ
れ
た
も
の
は

8
点
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
日
附
は

「
二

月

日

」
と
あ

る
も
の

1
点
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
皆
2
月
3
日
で
あ
る
か
ら
、
特
に
注
記
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
、
翌
年
の
頭
を
定
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

頭
は
一
番
頭
か
ら
一
一
一
番
頭
ま
で
の
三
つ
に
分
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
存

す
る
の
は
一
番
頭
ー
2
点
、
一
一
番
頭
11
点
で
、
他
は
す
べ
て
――
一
番
頭
で
あ
る
。
―――

番
頭
の
み
は
複
数
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
永
正
8
年

(1511)
に
は
現
在
明

か
な
だ
け
て
も
7
人
も
お
り
、
毎
年
か
な
り
の
数
が
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
・
ニ

・
三
番
頭
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
役
目
を
も
つ
て
い
た
か
は
明
か
て

キ
ョ
ウ

ソ

ン

な
い
。
そ
の
記
載
を
見
る
と
一
番
頭
は
「
良
尊
」
「
シ
ン
シ
ャ
ウ

ト
ノ

＿

と
い
ず
れ
も
法
名
を
持
つ
て
い
る
。
―
一番
頭
は
住
所
の
記
さ
れ
な
い
も
の

I
6
、

ワ
キ
タ
ー
2
、
テ
ラ
ウ
チ
ー
1
、
ユ
ヤ
ノ
サ
カ
ー
1
、
大
川
ー
1
と
住
所
の
記
さ

れ
な
い
も
の
が
過
半
数
を
し
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
――
一
番
頭
は
数
多
く
あ
る
中
て
、

住
所
の
記
載
さ
れ
な
い
の
は
僅
か
に

5
例
に
過
ぎ
な
い
。
住
所
の
記
載
の
な
い
も

の
は
た
ま
た
ま
讃
落
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し

「某
殿
」

と
殿
を
付
け
て
呼
は
れ
て
い
る
者
（
地
侍
層
）
に
住
所
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
住
所
の
記
載
の
な
い
者
は
住
所
を
記
さ
な
く
て
も
わ
か
る
よ
う

な
も
の
、
即
ち
か
な
り
の
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
て
は
な
か
ろ
う
か。

こ
う
考
え
れ
ば

一
番
頭
は
も
と
よ
り
、
二
番
頭
も
か
な
り
の
打
力
者
が
な
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
番
頭
に
つ
い
て
も

「
某
殿
」
と
呼
ば
れ
る
地
侍
層
が
い
た
。
住
所
の
わ
か
る

も
の

113
点
中
、
忍
熊
ー
27
、
中
山

1
25、
大
川
ー
12
、
そ
の
他

1
49
と
、
秋
篠
寺

5
 



間
が
空
い
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。）

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
格
子
の
み
の
戸
締
り
で
前
面
を
吹
き
は
な
し
た
の
か
ど

う
か
は
疑
問
が
生
じ
る
。
前
面
側
柱
が

一
本
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
決
定
的
な
証

拠
は
得
ら
れ
な
い
が
、

列
が
あ
り
、
反
対
側
脇
壁
つ
き
の
方
の
上
端
に
楯
の
仕
口
ら
し
い
も
の
と
そ
れ
よ

り
下
方
に
巾

1.
8
寸
の
小
穴
が
続
い
て
残
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
こ
で
も
し
こ
の

方
立
か
左
右
入
れ
ち
が
い
、
間
渡
が
柱
に
向
か
い
壁
が
つ
い
た
と
す
る
と
、
方
立

に
楯
が
と
り
つ
く
こ
と
に
な
り
異
例
で
あ
る
し
楯
の
下
に
小
穴
が
通
る
の
も
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
方
立
は
元
来
方
立
外
の
脇
柱
を
削
っ
た
も
の
で
、
こ

の
脇
柱
上
方
に
楯
が
つ
き
、
下
の
小
穴
に
方
立
が
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
入
側
通
り
中
央
三
間
に
こ
の
よ
う
な
戸
口
を
用
い
た
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
現
状
て
は
内
法
長
押
も
脇
小
壁
も
痕
跡
を
残
さ
な
い
が
、
柱
面
に
添
木

し
て
そ
れ
に
間
渡
穴
を
穿
っ
た
例
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
添
木
止
釘
穴
と
み
ら
れ

る
も
の
も
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
内
法
長
押
を
用
い
ず
無
目
を
入
れ
た
と
も

み
ら
れ
る
痕
跡
も
繋
虹
梁
の
仕
口
よ
り
約
5
分
上
っ
た
位
置
に
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
先
に
の
べ
た
正
面
戸
口
の
方
立
が
も
と
角
柱
で
、
現
在
妻
戸
に
用
い

ら
れ
て
い
る
古
い
方
立
が
そ
の
角
柱
の
小
穴
に
は
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
み
と
め

る
と
、
入
側
通
柱
間
に
納
ま
つ
て
い
た
旧
扉
を
高
さ
だ
け
縮
め
て
前
面
側
通
り
に

移
し
た
こ
と
を
推
定
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
本
堂
の
建
立
当
初
の
姿
は
正
面
側
通
り
は
吹
放
し
、
入
側
正

面
中
央
三
間
は
扉
、
両
端
問
は
壁

（柱
面
に
添
木
し
た
と
み
ら
れ
る
釘
穴
あ
り
）

。

妻

側
南
よ
り
二
間
目
も
正
面
と
同
様
な
扉
仕
立
と
み
ら
れ
る
。
（
東
側
南
よ
り
第
二
柱

北
面
内
側
に
頭
貫
よ
り
下
2
.
9

寸
ほ
ど
の
間
、
外
か
ら
の
風
蝕
あ
り
、
戸
口
上
無
目
と
頭
貫
の

（
第
2
図
A
)

こ
れ
を
後
に
扉
を
側
通
り
に
移

現
戸
口
脇
の
方
立

(
7
寸
x

3
.
7

寸
）
は
現
扉
側
に
間
渡
穴

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

3

木

現
在
正
面
両
脇
に
あ
る
連
子
窓
は
様
式
上
室
町
頃
の
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
、

戸
口
が
側
通
り
に
移
さ
れ
た
時
、

と
な
ろ
う
。
な
お
、
現
仏
壇
は
剣
巴
紋
つ
き
の
古
い
飴
物
台
を
改
造
し
た
も
の
の

よ
う
で
あ
る
が
、

札

ま
た
は
さ
ら
に
後
の
時
期
に
附
加
さ
れ
た
こ
と

そ
の
下
に
は
古
い
仏
壇
の
土
壇
が
残
り
、

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

明
治
修
理
前
の
小
屋
構
造
は
実
測
図
に
よ
る
と
大
虹
梁
両
端
附
近
に
束
を
立
て

て
野
梁
を
受
け
、
さ
ら
に
棟
束
で
棟
木
を
支
え
る
主
体
構
造
が
残
さ
れ
て
お
り
、

あ
る
い
は
創
建
時
の
も
の
が
補
修
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
か
、
と
み
ら
れ
る
。

小

屋
内
に
現
在
使
わ
れ
て
い
る
古
材
断
片
に
「
三
年
六
月
上
棟
」
の
墨
書
の
左
半
分

が
あ
る
が
年
号
部
分
は
残
っ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
復
原
を
み
と
め
る
と
、
唐
招
提
寺
金
堂
と
同
様
な
前
面
吹
き
放

し
の
建
築
が
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
興
福
寺
東
金
堂

・
喜
光
寺
本
堂
以
外
に
も
存

在
し
て
い
た
こ
と

に
な
り
、
奈
良
時
代
と
同
様
な
仏
堂
の
空
間
構
成
が
鎌
倉
時
代

初
頭
に
も
採
用
さ
れ
た
重
要
な
実
例
と
な
ろ
う
。

本
堂
小
屋
裏
よ
り
発
見
さ
れ
た
木
札
は
完
形
品
、
断
簡
合
せ
て
2
5
5

点
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
巡
礼
札
な
ど
4
点
を
除
く
2
5
1

点
は
秋
篠
寺
修
二
月
夜
荘
厳
頭
差
定
札

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
に
重
点
を
お
い
て
述
べ
る
。

2
5
1

点
中
、

完
形
品
は
53
点
、
年
号
記
載
の
断
簡
は
81
点
に
上
る
。
そ
の
時
期

は
鎌
倉
時
代
末
の
嘉
暦

2
年
(
1
3
2
7
)

か
ら
室
町
時
代
後
期
の
大
永
4
年
(
1
5
2
4
)

に

い
を
高
め
て
欄
間
を
切
縮
め
た
こ
と
に
な
る
。

（沢
村

仁
）

一
部
に
凝
灰
岩
石
材

し
、
入
側
に
は
格
子
お
よ
び
欄
問
に
よ
る
間
仕
切
を
入
れ
、
後
さ
ら
に
格
子
の
せ

4



秋
篠
寺
澗
任
概
要

使
者
堂
童
子

乙

永
正
一一
年
庄
一
月
三

R

敬
白

五
大
力
井

証
誠
薬
師
如
来
太
元
明
王

ヲ
ッ
ク
マ

右
任
恒
例
依
衆
儀
所
差
定
如
件

大
行
事
惣
社
十
三
所
大
明
神
八
所
御
霊

聞

「差
定

明
年
三

番

頭

ョ

モ

四

郎

右
任
恒
例
依
衆
儀
差
定
所
如
件

大
行
事
惣
社
十
三
所
大
明
神

若
王
子
宰
相
一二
所
大
明
神
証
誠

薬
師
如
来
太
元
明
王
五
大
力
井

使
者
堂
童
子

丁

応
永
一
三
年
世
一
月
三
日
敬
白

秋
篠
寺
恒
例
修
二
月
夜
庄
厳
頭
事

八
所
御
霊
若
王
子
宰
相
三
所
大
明
神

⑯

「差
定

秋
篠
寺
修
二
月
夜
荘
厳
事

二
番
頭
五
郎
―
―
一
郎
バ
冒
カ
ワ

及
ぶ
約
2
0
0
年
間
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
（
第
1
.
2
表
参
照
）
。

矩
形
の
板
の
ま
ま
で
あ
る
。
高
さ
は

15121cm
、
巾
は

6
1
10cm
と
大
き
さ
に
は

か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
そ
の
本
文
は
大
同
小
異
で
あ
る
か
ら
、

（
以
上
表
）

（
以
下
裏
）

（
以
上
表
）

（
以
下
裏
）

し

し
て

2
点
を
選
び
次
に
掲
げ
る
。

そ
の
代
表
例
と

矩
形
の
板
の
上
端
を
圭
頭
に
切
落
し
た
形
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
、

一
部
は

こ
れ
ら
は
秋
篠
寺
で
の
修
二
月
会
夜
荘
厳
の
頭
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
木
札

罰
に
は
「
明
年
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
「
明
年
」
ま
た
は

「
明
年
頭
」
と
特

に
注
記
さ
れ
た
も
の
は

8
点
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
日
附
は
「
二
月
日
」
と
あ

る
も
の

1
点
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
皆
2
月
3
日
で
あ
る
か
ら
、
特
に
注
記
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
、
翌
年
の
頭
を
定
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

頭
は
一
番
頭
か
ら
三
番
頭
ま
で
の
三
つ
に
分
れ
て
い
た
よ
う
て
あ
る
が
、
現
存

す
る
の
は
一
番
頭
ー

2
点
、
―

一
番
頭
11
点
て
、
他
は
す
べ
て
―
―
一
番
頭
て
あ
る
。
三

番
頭
の
み
は
複
数
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

永
正
8
年
(
1
5
1
1
)

に
は
現
在
明

か
な
だ
け
で
も
7
人
も
お
り
、
毎
年
か
な
り
の
数
が
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
・
ニ

・
三
番
頭
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
役
目
を
も
つ
て
い
た
か
は
明
か
で

キ
ョ
ウ

ソ
ン

な
い
。
そ
の
記
載
を
見
る
と

一
番
頭
は

「
良
尊
」

「
シ
ン
シ
ャ
ウ
ト
ノ

」

と
い
ず
れ
も
法
名
を
持
つ
て
い
る
。一

一
番
頭
は
住
所
の
記
さ
れ
な
い
も
の

1
6
、

ワ
キ
タ
ー
2
、
テ
ラ
ウ
チ
ー
1
、
ユ
ヤ
ノ
サ
カ
ー
1
、
大
川
ー
1
と
住
所
の
記
さ

れ
な
い
も
の
が
過
半
数
を
し
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
三
番
頭
は
数
多
く
あ
る
中
で
、

住
所
の
記
載
さ
れ
な
い
の
は
僅
か
に

5
例
に
過
ぎ
な
い
。
住
所
の
記
載
の
な
い
も

の
は
た
ま
た
ま
書
落
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し

「
某
殿
，一

と
殿
を
付
け
て
呼
ば
れ
て
い
る
者
（
地
侍
層
）
に
住
所
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
住
所
の
記
載
の
な
い
者
は
住
所
を
記
さ
な
く
て
も
わ
か
る
よ
う

な
も
の
、
即
ち
か
な
り
の
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
て
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
考
え
れ
ば
一
番
頭
は
も
と
よ
り
、
二
番
頭
も
か
な
り
の
打
力
者
が
な
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
番
頭
に
つ
い
て
も

「
某
殿
」
と
呼
は
れ
る
地
侍
層
が
い
た
。
住
所
の
わ
か
る

も
の

113
点
中
、
忍
熊
ー
27
、
中
山

25
、
大
川
ー

12
、
そ
の
他
ー
49
と
、
秋
篠
寺

5
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熊
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.
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.
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.
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.
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同
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9
.
 

コ
ホ
ン
女

ト
ゥ

ニ
郎

9
.
 

ヒ
コ
ニ
郎

9
.
 

二
郎
三
郎

ヒ
ャ
ウ
ヘ
太
郎

シ
ソ
ソ
ハ
ウ
（
女
）

フ
チ
イ
シ
如

（
如
力
）

ロ
ロ
ロ
ロ

（
女
）

七
如
工
モ
四
郎

又
六
コ
―
一
郎

（
女
）

ヒ
メ
如

(
9

.
)
 

ヲ
ン
ク
マ

（
ナ
ツ
）

(
9
.）
 

ナ
カ
ヤ
マ

(
9
.）
 

ナ
カ
ヤ
マ

（
ナ
シ
）

カ
ラ
ヤ
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3
 

9
.
 

番
頭
9
.
 

氏
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四
郎
太
郎

コ
ホ
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郎
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ナ
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.
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の
す
ぐ
北
に
当
る
忍
熊
・

中
山
・

大
川
の
三
ヶ
所
で
過
半
数
を
占
め
て
い
る。

と

こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
数
の
多
い
三
ヶ
所
で
も、

同
一

人
物
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は

注
目
し
て
よ
い
。

史
料
は
一

部
し
か
残
っ
て
い
な
い
か
ら、

同
一

人
物
が
再
度
勤

仕
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
現
在

知
ら
れ
る
限
り
で
は、

男
女
を
問
わ
ず
同
一

人
物
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
考

え
る
と、

忍
熊
・

中
山
・

大
川
な
ど
で
は
有
力
者
の
み
な
ら
ず、

か
な
り
広
い
階

層
の
住
民
ま
て
か
交
替
で
頭
役
を
勤
仕
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

、
0

ぅ
カそ

の
他
の
地
で
頭
役
を
勤
仕
し
た
者
は
西
大
寺
・

菅
原
・

山
陵
・

宝
来
・
ホ
ソ

ケ
シ
（
法
華
寺）

な
ど
秋
篠
寺
か
ら
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
の
他
に、

や
や
離
れ
た

奈
良
・
三
条
・

九
条
・

高
山
な
ど、

東
方
山
問
部
を
除
く
現
在
の
奈
良
市
域
附
近

に
分
布
し
て
い
る。

し
か
し
更
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は、

そ
れ
が
山
域
南
部
に
ま
て
及
ん
て
い
る
こ

と
で
あ
る。

乾
谷
・

柘
樅
・

山
田
の
地
は、

山
城
国
と
は
い
つ
て
も
秋
篠
寺
か
ら

直
線
距
離
で
4
km
足
ら
す
で、

奈
良
よ
り
は
近
距
離
に
あ
る。

と
こ
ろ
が
加
茂
・

カ
イ
チ
ウ
七
ソ
（
海
住
山）

は
か
な
り
遠
距
離
に
あ
り、

こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら

も
わ
ざ
わ
ざ
夜
荘
厳
頭
役
を
勤
仕
し
に
来
て
い
る。

こ
の
よ
う
に
頭
役
の
勤
仕
者
は
寺
の
附
近
か
ら
奈
良、

更
に
は
南
山
城
に
か
け

て
分
布
し
て
い
る。

そ
の
分
布
が
か
な
り
広
範
囲
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と、

頭
役
勤
仕
者
は
単
に
所
領
関
係
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く、

当
寺
に
対
す
る
信

仰
が
こ
の
地
域
に
か
な
り
拡
ま
つ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
の
て
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
こ
の
他
に
2
点
の
Jlt
三
所
順
礼
札
が
あ
る。

こ
の
木
札
の
―
つ
は
次
の
と

お
り
で
あ
る。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

新
出
の
絵
馬
は
5
点
(
7
片）
、

jIt
三
所
順
礼
同
行
二
人

明
応
五
年
即
卯
月
廿
二
日

中
央
に
は
一

円
孔
が
穿
た
れ
て
お
り、

巡
礼
者
が
当
寺
の
堂
舎
の
し
か
る
べ
き

所
に
懸
け
て
い
っ
た
も
の
て
あ
ろ
う。

最
初
の
梵
字
は
形
が
乱
れ
て
は
い
る
が、

十
一

面
観
音
を
意
味
す
る
「
キ
ャ
」

と
考
え
ら
れ
る。

ま
た
今
―
つ
の
巡
礼
札
の

頭
に
は
左
半
分
を
欠
い
て
は
い
る
が
梵
字
の
「
キ
リ
ー
ク
」

と
見
ら
れ
る
も
の
お

よ
び
そ
の
右
下
に
「
サ
」

（
観
音）

が
あ
り、

阿
弥
陀
・

観
音
・

勢
至
の
三
尊
と

推
定
さ
れ
る。

し
た
が
つ
て
こ
の
「
舟
三
所」

は
お
そ
ら
く
は
三
十
三
所
観
音
（

西
国）

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る。

巡
礼
者
が
観
音
霊
場
巡
礼
の
途
次、

秋
篠
寺
に

立
寄
り、

こ
の
札
を
懸
け
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

中
世
の
秋
篠
寺
を
研
究
す
る
に
当
つ
て、

史
料
の
乏
し
い
こ
と
が
そ
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る。

以
上
に
述
べ
た
木
札
は
そ
の
数
も
多
く、

内
容
的
に
も
よ
く
ま
と

ま
つ
て
お
り、

中
世
に
お
け
る
当
寺
の
地
位
を
知
る
上
で
重
要
な
手
懸
り
の
一
っ

と
な
る。

ま
た
当
時
の
庶
民
の
信
仰
を
知
る
の
に
も
役
立
つ
も
の
で
あ
る。

し
か

も
こ
う
し
た
木
札
は
比
較
的
遺
品
が
少
く、

そ
う
し
た
点
に
お
い
て
も
貴
重
な
資

料
と
い
え
よ
う。

（
田
中

「
ホ

会
々
ポ
1

4
 

馬

完
形
の
も
の
は
な
い
。

L—

そ
の
概
況
は
つ
ぎ
の

稔）

第3図 順 礼 L
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秋
篠
守
淵
介
概
変

第4図

弟5 1‘<l

応永竹絵l•It

長緑(‘戸）銘絵馬

言叩
質・
形
状]
1 、

如
く
で
あ
る 。

「
応
永」
銘
黒
駒
絵
馬 。
高

い
cm 、

部
に
（
小
穴
2 、
裏
面）
生
漆
を
塗
り
小
面
取 。

永』
3

（
第
4
図）

2 、
奉
薬
師
絵
馬 。

)

6
‘
 

5
、

男

vil

)
人．
ぷ

烏
°

江
m

.

・
ー
。名ホ
ー・

1
4

．
又
0

A,1
 

／
ノ
ノ

卜
↑
4
1

杉
板。

巾
4
cm 。
桧
板 、
上

下
部
欠
落 。
銘
文
『
奉
施」
応

゜
ー

、.\、、
I

I
_
J
'
 

ー

上
部
次
沿 a

上
片
上
部

（
第
5
図）

下
部
欠
サ屯

上
片・
高

4 、
巾

〗
下
片・
高

い
Cm 。
杉
板 、

に
小
穴
2 。
上・
下
2
片
こ
分
れ
中
間
部
分
ぱ
欠
洛 。
銘
文
『
秋
篠」
薬
師

カ

カ

加
馬一
右
心

令
尚
足」
如
釦＿
敬
屈-」
長
[

卯
月
廿
七』

。

3 、
朱
彩
絵
馬

〇高
い 、
Ill

□
Cm
桧
薄
板 。
上

部
に
小
穴
ー a

れ
て
い
る
か一
具 。

馬身
を
朱
て
刷
く ‘)

4 、
人
面
の
あ
る
絵
篤
；

凸 、
ilJ

い
Cm a

3
 

J

.
m
3

8
C

 
ー

い
ま
2
片
に
わ
か

丘
柊
庄
板
の
索
地
の
上

に 、
墨
描 、
朱
の
淡
彩
と
い

う
弔
純
な
技
法
て
あ
る 。

テ
ッ
サ
ン
カ
は
巧
緻
と

は
い
え
な
い a
技
法・
辿

型
力
と
も
に
し
か
に
も
素

人
く
さ
い
庶
民
性
ゆ
た
か

な
絵
馬
で
あ
る 。

いつ
れ

も
小
刑
て 、
上
辺
に
紐
穴

と
考
え
ら
れ
る
小
穴か一

つ 、
二
つ
う
が
た
れ
て
い

て 、
奉
懸
の
状
態
を
想
像

「
応
永」
銘
黒
駒
に
つ
い
て
は 、
馬
身
を
墨
で
乎
塗
し 、
鼻

梁
や
た
て
が
み
な
ど
の
細
部
を
彫
つ
て
表
現
し
て
い
る
技
法
や 、
銘
文
の
み
ら
れ

る
裏
面
の
生
漆
弟 、

云
内
容]
古
代
の
祈
雨 、
祈
晴
に
か
か
わ
る
黒
駒 、
赤
毛
馬
の
伝
統
を 、
か
す
か
に

形
と
し
て
は
伝
え
て
い
て 、
近
世
通
見
の
風
俗
絵
馬
と
別
の
趣
を
も
つ
て
い
る 。

し
か
し
神
前
の
寄
進
と
し
て
て
ぱ
な
く 、
薬
師
仏
へ
の
御
礼
奉
納
の
絵
馬
て
あ

る
こ
と
は 、
前
項
木
札
類
の
付
質
と
徴
し
て
考
咆
に
値
す
る 。
ま
た 、
紀
年
銘
が

応、
水
(
1
3
9
1

|
l̀
1
2
8
)

、

長
禄
(
1
4
5
7
-

1
4
6
0
)

か
長古ア
(
1
.-
8
7

ー

1
�
8
::J
)

に
の
ぼ

ほ
と
ん
と
空
白
の
室
町
中
期
以
前
の
絵
篤
資
料
と
し
て
iL
目
さ
れ
る

る
こ
と
は 、

点
で
あ
る 。

な
お
、

さ
せ
る 。
と
く
に 、

小
面
取
の
つ
く
り
な
ど
が
注
目
さ
れ
る 。

こ
れ
ら
の一
部
に
つ
い
て
は 、

；
秋
篠
寺
新
出
の
絵
馬一

、
大
和
文
化
研
究，
＂氾

10
を
2
号
に
お
し
て
紹
介
し
て
い
る
の
て 、
参
附
さ
れ
た
い

(
f
川
促）

5
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.. 
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秋
篠
寺
に
は
、
同
寺
付
近
で
出
土
し
た
瓦
が

一
部
あ
つ
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回

こ
れ
ら
の
瓦
を
調
査
し
た
。

調
査
に
よ
る
最
大
の
収
穫
は
、
緑
釉
軒
丸
瓦
（
径
13
cm
、
厚
さ
い
cm
)

を
み
い
だ

し
た
こ
と
て
あ
る
。
複
弁
六
弁
に
間
弁
を
配
し
た
、
奈
良
末
の
形
式

(1
)
で
あ

つ
て
、
地
は
淡
褐
色
を
呈
し
、
淡
緑
色
の
釉
は
、
い
ま
大
部
分
倒
落
し
て
い
る
。

奈
良
時
代
の
瓦
は
、
軒
丸
瓦
五
形
式
、
軒
平
瓦
―

―
形
式
の
35
点
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
軒
平
瓦
の
一

形
式

(5
)
は
15
点
を
占
め
、

う
ち

7
点
が
東
塔
跡
出
土
品

で
あ
る
。

他
の
形
式
は
、

1
、
2
点
す
つ
み
ら
れ
る
に
す
き
な
い
。
平
城
宮
跡
出
土
瓦
と

同
苑
の
も
の
と
し
て
は
、
6
2
8
5• 

6
3
0
7
 C3
)
• 
6
3
1
4
A

(
2

)

・
 6
7
6
0
 
C6
)
の

各
形
式
か
あ
り
、
東
大
寺
出
土
瓦
と
同
箔
の
6
7
3
2

形
式
も
み
ら
れ
る

(5
)
。
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瓦

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

第6図 秋篠寺所蔵互

（
佐
原
衷
）

平
安
時
代
の
瓦

(4
)
・
鎌
倉
時
代
の
瓦
は
お
の
お
の
数
点
ず
つ
の
み
で
あ
る
。

室
町
時
代
以
降
の
瓦
は

30
数
点
あ
り
、
軒
丸
瓦
に
は
巴
文
を
も
つ
も
の
が
多
い
。

9
,'

ー

ロ
絵
・
木
簡
'

1

「

若
湯
半
少
鎌

造
酒
司
符
長
等
犬
甘
名
事

日
置
薬

j
 

宜
者
言
従
給
状
知
必
番
日
向

□口

監
物
史
生
等
謹
啓

「

酒
―
二
合

」

右
依
望
虞
分

□以欣

「
難
酒
志
紀
郡
」

「

山
田
郡
建
侶
酒
部
枚
夫
赤
米
」

「
清
酒
中
」

「

両
村
郷
御
酒
米
五
斗
」

「
荒
河
郷
御
酒
米
五
斗
」

「
八
弁
郷
春
御
酒
米
五
斗
」

「
丹
後
国
竹
野
郡
葦
野
郷
採
部
古
与
曽
赤
春
米
五
斗
」
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